
文部科学省後援事業 

2010 年度アートマイル国際交流壁画共同制作プロジェクト実施要領 

 

１．事業の目的 

   本プロジェクトは、日本人として自分の国の伝統文化に誇りを持ち、グローバルな

広い視野を持って、自ら考え行動する自立した子どもを育てることを目的に、日本の

子どもたちと海外の子どもたちをインターネットでつなぎ、文化的・歴史的・宗教的

背景が違う海外の子どもたちと共通のテーマで交流学習を行い、学習成果として壁画

を共同制作する協働学習を実施する。 

 

２．事業の名称 

  「2010 年度アートマイル国際交流壁画共同制作プロジェクト」 

   ( International Intercultural Mural Exchange ) 

 

３．実施期間    

2010 年 4 月 1 日 ～ 2011 年 3 月 31 日 

 

４．対象とする児童生徒 

(1) 全国の小学校・中学校・高等学校の児童生徒 

 

(2) 海外の小学校・中学校・高等学校の児童生徒 

［交流先］アメリカ、イタリア、インド、インドネシア、エジプト、カナダ、 

韓国、カンボジア、キプロス、ザンビア、シリア、スリランカ、台湾、 

パキスタン、フィジー、フィリピン、フランス、ベトナム、ポーランド、

モロッコ、ヨルダン、ロシア、他 

 

５．募集数 

   100校（クラス） 

 

６．事業内容 

   事業は、ジャパンアートマイル（JAM）が開発した「アートマイル国際交流カリキ

ュラムモデル」（別紙資料）に添って実施する。 

(1) 日本の児童生徒と海外の児童生徒が、オンラインフォーラムやテレビ会議などイ

ンターネットを活用して共通のテーマで交流学習を行う。 

 

(2) 交流学習の成果として壁画（1.5m×3.6m の大型絵画）を共同制作する。 

  フォーラムで相手校と構図や制作分担を協議し、キャンバスの半分ずつに絵を

描いて壁画を完成させる。 

 

（3）完成作品を双方で鑑賞して活動を振り返る。 
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７．スケジュール 

(1) 参加校募集［４月～８月］ 

日本と海外の参加校を募集する。 

    日本校を対象とした画材無料提供の募集は 4 月～5 月に行う。 

 

(2）海外校とのマッチング［５月～８月］ 

     ＪＡＭが「エントリーシート」（別紙資料）を元に、学年・テーマなどが一致する

交流相手を紹介する。 

 

  (3) 日本参加校の事前学習［５月～７月］ 

日本の参加校は、9 月からの交流本番に備えて事前学習を行う。 

ア 自己紹介や学校・地域紹介の資料を集めて、英語でまとめる。 

イ テーマについて下調べをする。 

 

  (4) 交流準備［８月］ 

    オンラインフォーラムやテレビ会議を学校で使えるかチェックする。 

相手校の担当教師と交流スケジュールを調整する。 

 

  (5) 海外校と交流学習・壁画共同制作［９月～翌３月］ 

参加校は、交流の各段階で「進捗レポート」（別紙資料）を作成して、活動内容と

進捗状況を相手と共有する。（進捗レポートはオンラインドキュメントを活用。） 

9 月 自己紹介 

10 月 テーマについて交流学習 

11 月 構図と制作分担を相手側と相談、日本側の下絵制作 

12 月 日本側の壁画制作、完成後相手校に送付 

1 月 海外側の下絵制作 

2 月 海外側の壁画制作、完成作品を鑑賞、作品を日本校に送付 

3 月 日本側の作品鑑賞、完成作品を JAM に送付 

 

(6) 活動の振り返り［３月］ 

  「評価シート」（別紙資料）により、活動全体を振り返り、学習成果をまとめる。 

 

  (7) JAM において、評価シートを分析し、2011 年度のカリキュラムモデルに反映させ

る。 

 

 

※ 作品は、JAM が管理し、国内外で展示する。 

 


